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ＪＡバンク北海道における地域密着型金融の取組状況（平成３０年度） 

   ＪＡバンク北海道（北海道内ＪＡと北海道信用農業協同組合連合会）では、 

農業と地域社会に貢献するため、平成２８年～３０年度ＪＡバンク北海道中期 

戦略に基づき地域密着型金融の推進に取組んでまいりました。   

   平成３０年度の地域密着型金融の取組状況について取りまとめましたので、 

ご報告いたします。 

１． 農山漁村等地域の活性化のための融資を始めとする支援 

（ＪＡバンク北海道の農業メインバンク機能強化への取組み） 

ＪＡバンク北海道は、地域における農業者との結び付きを深め、地域を活性化

するため、次の取組みを行っています。 

（１）農業融資商品の適切な提供・開発 

ＪＡバンク北海道は、各種プロパー農業資金を提供するとともに、農業近代化

資金や日本政策金融公庫資金の取扱いを通じて、農業者の農業経営と生活のため

のお手伝いをしています。 

   平成３１年３月末時点のＪＡバンク北海道の農業関係資金残高は、５，８５７

億円となっています。 

 【資金種類別農業資金残高】      単位：億円

種   類 平成３１年３月末現在 

プロパー資金 ４，４２８ 

農業制度資金 １，４２９ 

農業近代化資金 （１１１）

その他制度資金 （１，３１８）

合   計 ５，８５７ 

（注） 

１ プロパー資金とは、ＪＡおよび北海道信連原資の資金を融資しているもののうち、制度資金以外の 

ものをいいます。 

２ 農業制度資金には、①地方公共団体が直接的または間接的に融資するもの、②地方公共団体が利子

補給等を行うことでＪＡバンク北海道が低利で融資するもの、③日本政策金融公庫が直接融資するも

のがあり、ここでは①③の転貸資金と②を対象としています。 

３ その他制度資金には、農業改良資金や農業経営負担軽減支援資金などが該当します。  
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【農業資金の受託貸付金残高】      単位：億円

種   類 平成３１年３月末現在 

日 本 政 策 金 融 公 庫 資 金 ２，２４６ 

そ の 他 １ 

合   計 ２，２４７ 

 （注）ＪＡバンクでは、主にＪＡを窓口として、日本政策金融公庫資金の受託貸付金を取り扱ってい 

   ます。 

【営農類型別農業資金残高】   単位：億円

 平成３１年３月末現在 

穀作 １，０３３ 

野菜・園芸 ３２４ 

果樹・樹園農業 ９ 

工芸作物 ６５ 

養豚・肉牛・酪農 １，８７１ 

養鶏・鶏卵 １ 

養蚕 ０ 

その他農業 ９４２ 

農業関連団体等 １，６１２ 

合 計 ５，８５７ 

ＪＡバンクは主要な農業関係の制度資金である、農業近代化資金や日本政策金融公

庫資金（公庫直貸資金を含む）の取扱いにおいてトップシェアとなっています。 

 【北海道の農業近代化資金および日本政策金融公庫資金の貸付のシェア】 

(注) 

１ 農業関係の貸出金とは、農業者、

農業法人および農業関連団体等に対

する農業生産・農業経営に必要な資金

や、農産物の生産・加工・流通に関係

する事業に必要な資金等が該当しま

す。 

２ 「その他農業」には、複合経営で

主たる業種が明確に位置づけられな

い者、農業サービス業、農業所得が従

となる農業者等が含まれています。 

農業近代化資金

平成 30年 12 月末時点

日本政策金融公庫資金

平成 31年 3月末時点
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（２）担い手のニーズに応えるための体制整備 

 ＪＡバンク北海道では、地域の農業者との関係を深耕するための体制整備に取

組んでいます。 

 道内１０９ＪＡでは、本支所に設置された２４６人の「担い手金融リーダー」

を中心に農業融資に関する訪問・資金提案活動を実施しています。 

信連では、ＪＡにおける農業融資機能の強化に向けた取組みをサポート（農業

者からの相談のバックアップ、ＪＡとの協調融資など）しています。 

また、担い手からの相談に応えるため資格取得の取組みをしており、①農業経

営アドバイザーについてはこれまで道内ＪＡ２２名、信連５２名の合格者が、②

ＪＡバンク農業金融プランナーについてはこれまで道内ＪＡ５６１名、信連１７

９名の合格者が誕生しております。

（３）農業メインバンクＣＳ調査の実施と結果の活用 

ＪＡバンクでは、ＪＡの農業融資に対する率直なご意見・ご感想をお伺いする

ことを目的として、お客様満足度の計測（農業メインバンクＣＳ調査）を行って

います。

得られた結果を活用しながら、農業者の声により応えることが出来るよう、農

業メインバンク機能の一層の強化に取り組んでいます。

２．担い手の経営のライフサイクルに応じた支援 

   ＪＡバンク北海道は、担い手をサポートするため、ライフサイクルに応じて、次

の取組みを行っています。 

（１） 新規就農者の支援 

 ＪＡバンク北海道では、新規就農者の経営と生活をサポートするため、制度資

金である青年等就農支援資金や新規就農者向けのプロパー資金を取り扱ってい

ます。 

【新規就農者をサポートする資金の取扱い実績】        単位：件、百万円 

 平成 30 年度 

実行件数 

平成 30 年度 

実行金額 

平成 31 年３月末 

残  高 

就農支援資金 － － ３，１７７

青年等就農支援資金 １２６ ８７７ ３，１５８

ＪＡ独自の新規就農者向け資金 ４５ ２０７ ４２８

信連新規就農者資金 ５ ７１ ２８４

合  計 １７６ １，１５５ ７，０４７
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（２）農畜産物等の付加価値向上支援 

    ＪＡバンク北海道では、農畜産物等の付加価値向上を支援するため、商談会や

ビジネスマッチングなど販路拡大機会の提供等に取り組んでいます。 

  【商談会等参加状況】 

商談会名 開催日 主催者 参加団体数 総来場者数 内容 

インフォメーション

バザール in Tokyo 

2018 

平成 30 年 

９月６日 

９月７日 

北洋銀行

帯広信金

238 団体 約 3,600 名 （H31.1 時点）

商談 131 件 

成約 12 件 

成約見込 3件 

交渉中 47 件 

（３）生産者と消費者をつなげる場の設定 

ＪＡバンク北海道では、生産者と消費者をつなげる交流イベントとして、「旬 

食カレッジ in 洞爺湖“収穫・料理教室”」（平成 30 年 8 月 1 日、洞爺湖総合セン

ター）を開催いたしました。旬食カレッジの開催は、昨年の旭川市に続き３回目

となります。 

   このイベントは、ＪＡグループ北海道が取り組む“サポーター 550 万人づくり”

の一環で、親子 32 名の方にご参加いただき好評を博しました。 

参加者は、講師である農業者の指導の下、力を合わせて旬の野菜を収穫し、新鮮

な道産野菜を使った料理を食べて旬のおいしさを味わうとともに、講演を通じて地

域の基幹産業である農業の大切さを学びました。 

＜収穫体験風景＞     ＜料理体験風景＞     ＜食の講演風景＞ 
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（４）ＪＡバンク北海道講演会・フォ－ラム等の開催 

 ＪＡバンク北海道では、農業者等へサポートを行うための講演会・フォ－ラム

等を開催しております。 

【講演会・フォ－ラム開催実績】 

講演会・セミナー名 対象参加者 参加数 主催者 講演内容 

JA グループ北海道 農業経営

フォ－ラム（札幌） 

農業経営者等 269 名 ＪＡ 

北海道信連 

農林中金 

・農業法人による講演 

・人材育成に関する講演 

JA バンク北海道 道南・日

胆・後志・石狩地区農業経営

セミナー 

農業経営者等 80 名 北海道信連 ・農業法人による講演 

・外国人材に関する講演 

・労務管理に関する講演 

JA バンク北海道 オホーツク

地区農業経営セミナー 

農業経営者等 81 名 北海道信連 ・農業法人による講演 

・労働力確保に関する講演 

JA バンク北海道 空知地区農

業経営セミナー 

農業経営者等 45 名 北海道信連 ・生産者団体による講演 

・ＧＡＰに関する講演 

JA バンク北海道 旭川地区

(上川･留萌･宗谷)農業法人

セミナー 

農業法人等 39 名 北海道信連 ・バイオガスプラントに関する講演

・消費増税に関する講演 

JA バンク北海道 農業経営セ

ミナー in 十勝 

農業経営者等 55 名 北海道信連 ・人材育成に関する講演 

・農業法人による講演 

JA バンク北海道 根釧地区農

業経営セミナー 

農業経営者等 86 名 北海道信連 ・ICT に関する講演 

・酪農雇用に関する講演 

（５）被災農業者への支援 

    ＪＡバンク北海道では、Ｈ30 年度７月豪雨・台風 21 号・北海道胆振東部地震

などにより被災した農業者に対し、ＪＡ統一要綱資金である「ＪＡ農業経営緊急

支援資金」の特例対応（貸出期間・限度額拡充、５年無利息化、保証料助成）を

講じるなど、最大限の金融支援を実施し、被災農業者の災害復旧および再生産に

支障が出ないよう対応しました。 

３．経営の将来性を見極める融資手法をはじめ、担い手に適した資金供給手法の徹底 

   ＪＡバンク北海道では、担い手の経営実態やニーズに適した資金の提供に努めて

います。 

（１）資本供与の取組み（ファンドの活用） 

ＪＡバンク北海道では、農業振興や環境に貢献する取組みを行う農業法人等に投

資し、その成長を支援しています。 

   具体的には、アグリビジネス投資育成㈱が提供する「アグリシードファンド」「担

い手経営体応援ファンド」「アグリビジネス投資育成ファンド」を活用し、担い手

農業法人に出資を行い、取引基盤の強化・育成を支援しています。
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４．農山漁村等地域の情報集積を活用した持続可能な農山漁村等地域育成への貢献 

   ＪＡバンク北海道では、地域社会へ貢献するために、次の取組みを行っています。 

（１）農山漁村等地域全体を展望したビジョン策定への支援 

    地域営農支援として人・農地プランや農業振興計画など中長期的なビジョン策 

   定に取り組んでいます。 

    また、新規就農者について、研修牧場や地元行政機関と連携した支援策や充実 

   した受入体制の構築を実施しています。    

（２）地域住民の農業に対する理解促進 

ＪＡバンク北海道では、ＪＡバンクが行う社会貢献活動として、「北海道ＪＡバ

ンク食農教育応援事業」を展開し、全道小学校等に対し農業にかかる補助教材本の

贈呈や、小中学生などを対象とした農業体験学習などにかかる費用の助成を行って

います。 

 補助教材本「農業とわたしたちのくらし」は、ＪＡバンクを通じて全道 1,059 校

の小学 5 年生（約 41 千人）と特別支援学校（20 校）を対象に配布され、学校の授

業等において活用されています。 

また、ＪＡ、ＪＡ青年部・女性部などが地元の子どもたちを対象として、食農・

環境・金融経済の教育活動の実践に取組み、「農業体験学習」「学校給食の食材提供」

「収穫した野菜を使った調理実習」「食農教育事業」など 90 件の活動が行われてい

ます。 

＜30 年度の教材本                ＜食農教育事業＞ 

｢農業とわたしたちのくらし｣＞      （写真提供＝ＪＡわっかない） 


